
　平成 24 年度は 462 件の相談が寄せられました。

　相談件数は、平成23年度（465件）とほぼ同じ件数と

なりました。最近の相談内容は、複雑化していて、取

引相手や契約内容がとてもわかりにくくなっています。

　今年度多かった相談は

❶ アダルトサイト、出会い系サイト、オンラインゲー

ム等のネットのトラブルの相談（44 件）

❷ 多重債務や過払金、債務整理に関する相談（36 件）

❸ 未公開株、社債、怪しい権利取引（ファンド型投資

商品など）に関する相談（27 件）

　年齢別にみると、60 歳以上の方からの相談が年々

増加し、全体の 45％を占めています。最近目立つ相

談は、高齢者の生活における経済的不安に付け込んだ

詐欺的な儲け話のトラブルです。電話勧誘や訪問販売

で怪しい権利取引などを儲かると言って勧めます。ま

た、頼んだ覚えのない健康食品を代引きで強引に送り

つけられるというトラブルも増加しています。

　契約を急がされ、お金を払ってしまうと取り返すの

はなかなか大変です。慌てず、家族や周囲の人に相談

し、冷静になって契約してください。

その話大丈夫？
あなたを狙う悪質商法

　高齢者は利殖（儲け話）のトラブル、若者はアダルト情報サイトなどのネットに
関するトラブルが増えています。
　おかしいなと思ったら代金を支払う前に周囲の人や家族に相談しましょう。
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〈センターへの相談方法〉
来所 259件
電話 203件
文書 ０件

〈センターへの相談件数〉
消費生活相談合計 462件
苦情 405件
問い合わせ 57件
要望 0件

〈販売購入形態別相談件数　平成24年度〉

〈契約当事者の年齢別件数　平成24年度〉

0 50 100 150

店舗販売 137店舗販売 137

不明、無関係 126不明、無関係 126

ネガティブオプション 1ネガティブオプション 1

無店舗・その他 0無店舗・その他 0

マルチ商法・マルチまがい 1マルチ商法・マルチまがい 1

電話勧誘 47電話勧誘 47

訪問販売 63訪問販売 63

通信販売 87通信販売 87
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　長年使っている電気製品で、経年劣化が原因の火災事故が起きています。事故を防ぐために、ご自宅の
電気製品等を点検しましょう。また、製品事故情報（リコール情報）が新聞、テレビやホームページに載っ
ていますので確認してください。

	 消費者庁リコール情報サイト
	 http://www.recall.go.jp/new/detail.php?rcl=00000006063

高齢者の消費者トラブル

若者の消費者トラブル

製品事故から身を守るために

「未公開株」や「社債」による高額な被害が急増中！

〜インターネットトラブル〜
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